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今年は例年よりたくさん持ちかえりました！ 
たくさんのご注文お待ちしております！ 

ぜひお試しください！ 
 *売り切れ次第、販売を終了致します* 

   特定非営利活動法人 

熱 帯 森 林 保 護 団 体 
Rainforest Foundation Japan 

〒154-0012 東京都世田谷区駒沢1-8-20 

TEL : 03-5481-1912 FAX : 03-5481-1913 

xingu@rainforestjp.com  www.rainforestjp.com 

 
HOW TO HELP 

＜年会費＞大人：￥5,000 18歳未満：￥3,000 

・郵便振替 00140-3-144187 熱帯森林保護団体 

・三井住友銀行 東京中央支店  

 (普)7066247 熱帯森林保護団体 

 * 銀行からお振込の方は、 

 お名前とご連絡先を別途必ず当団体までお知らせください。 

 32回目のアマゾン視察を無事終え帰国しました。30年近く支援対象地域の時の流れを見

てきましたが、この地に居住するシングーインディオの人々は見事なほどに外部のブラジ

ル社会とつきあっています。最初に訪れた時は男女共全裸で狩猟採集に近い暮らしをして

いましたが、さすがに現在は服も着用、若者がスマホやPCを使いこなす姿もみかけます。

しかし、脈々と続くインディオとしての血は確固たるものとして残っています。偶然です

が今回カラパロ族の集落で「女の祭り」に遭遇しましたが、何と4日間、女性たちは寝ずに

歌い踊り続けていました。裸にボディーペインティングをほどこし、日中は50℃以上にな

り、そして夜間は10℃近くの中、単調な歌と踊りは続きます。夜中の女たちの歌声はまる

で読経のような、宇宙と交信をしているよう私は感じました。インディオの営みは未だ確

実には貨幣が流通していないので私たちと違いとてもシンプルです。太陽と共に起き、畑

で芋を掘り、魚や森の獲物を取り全て自分たちでさばき食し、そして日が沈むと寝ます。

世の中が複雑になって、便利で物や情報で溢れる私たちの世界は人としての何か大切なも

のを失っていくような気がします。唐突ですがインディオの社会から学んだことは、足る

ことを知って、この星で生きる「覚悟」を持つということです。 

 来年5月で当団体は30周年目になり、私は覚悟して生きることを忘れずに、支援活動に

精進して参ります。                         （南 研子） 

 * ご住所等ご変更ございましたらご連絡いただけますと幸いです。 

メール ： xingu@rainforestjp.com 

ＦＡＸ ： ０３－５４８１－１９１３ 

お名前 ご住所 電話番号 ご注文数 

をご明記の上、 

こちらまでお申込みください！ 

 

お待たせ！ 

 この度、縁あり宮島を望む地にアマゾンCaféをオープンす

ることができました。 

 Overs Houseの名前の由来はミュージカル映画オズの魔

法使いの「Over the Rainboｗ」の歌詞から・・どこか虹の向

こうの空高く  夢の叶う場所がある  だから虹を超えて行って

みる・・そんな素敵な歌詞だったように思います。  

 ラオーニは、人類最後の希望は何かと聞かれ「それは人の

絆だ！」と言っていました。  

 聞いたその時はちょっと意外だったけれど、そんなささやか

にみえることこそ大事にしていかなければならないのではない

かと今は思います。 

 Overs Houseオープンにあたり多くの皆さまのご協力を得

たことを深く感謝いたします。  

 宮島に来られた際は是非お立ち寄りください。アマゾンから

のいい風吹いています。            （松岡 敏子） 
オープニングを記念して、 

Overs Houseにてアマゾン報告会を行いました。 

Photo by: Satomi Shimogo ＆ Ｎａｏｍｉ Matsuda 

 *次号の発行は2019年１月を予定しております。 

 

〒739-0424 広島県廿日市市前空5-6-31 

            （JR前空駅北口徒歩１分） 

℡090-5705-8558（松岡） 

通常営業日：木・金・土 11:00～16:00（変更有） 

駐車場５台有 

イプレリコーヒーなど、 

ブラジル産 有機・無農薬コーヒーを飲みながら 

ホッとするひと時をお楽しみください 
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 ア マ ゾ ン 

視 察 報 告 
２０１８年 ８月～９月 

当団体が現地で取り組んでいる事業は着実に成果をあげて前へと進んでいます。

ふたつの主要な支援事業 – 養蜂事業と消防団事業についてご報告します。 

下郷さとみ （フリージャーナリスト/兼業コーディネーター） 

 【養蜂事業】  アマゾンの森を守り、その恵みをいただく— ハチミツの生産を通した持続可能な自立経済の創出 

 今年は、森が失われた場所に植林を行うという新たな試みが始まりました。植林する

主な樹種はクマルの木で、昔から先住民が木の実を薬用に使ってきました。  

ブラジルの大手化粧品会社がスキンケア商品に利用するため買取りを始めたことから、

「消防団の運営資金を自分たち自身の手で作り出したい」と考えた彼ら自身が、この植

林事業を立ち上げました。植樹祭も実施され、カヤポ民族の長老ラオーニとメガロン、

そして当団体の南代表も、苗木を自らの手で植えました。 

 「森林火災の消火と防止」「森林の再生」そして「自立経済の創出」。団員たちの自発

的な取り組みによって、消防団事業は広がりのある事業へと育っています。  

カラパロ村に完成した 

ハチミツ加工施設 

(右から) 

カラパロの養蜂士ハジャとタワナ

 【消防団事業】  森林火災の消火・防止活動に加えて、植林による森林再生の取り組みが始まりました 

焼畑の延焼を食い止める消防団員 

植樹祭には 

ラオーニ(右)とメガロン(中)も参加 

 長年お世話になっている姉のような研子さんから、『来年はジャングル行くよね ! !』  と誘われ瞬間的に、

『はい !』 と何の躊躇もなく応えて今回のほぼ1ヶ月のジャングルへの旅に同行させてもらった。  

 荷造りも心の準備もそこそこに始まった2万キロ彼方への未知との遭遇。冬の寒さの都会サンパウロから

1500キロ北上して真夏のクイアバ、そこから小さなセスナ機でジャングルへと向かった。今回の旅での1番

の衝撃がこの空からの眺めだった。高度3～400mから見下ろす深い森に、定規で引いたように区切られ赤

土がむき出しになった大規模な農地や牧場は、何のメッセージも持たない単なる現代の欲望の足跡でしか

ないじゃないかと泣けてきた。それでもジャングル深く飛ぶとパワフルに蛇行する川と緑が私を包み込み『大

丈夫だよ』と茂っている。  

 RFJが支援する消防団の拠点ピアラス村では、ますます元気なラオーニと再会、多忙で研子さんでさえ

ゆっくり会えないメガロンや監視村の創設者長老ベジャイにも会えて本当にラッキーなスタートだった。  

 村の女性や子供達と過ごした豊かな時間は思い出すだけでワクワクする。木陰でジェニパポの実から作る

黒い染料で腕足顔に伝統の文様を描いてもらう。小枝を細く削ってスーっと引く線は何とも気持ちがいい。  

 2才に満たない男の子チニーは、石や糸くずや葉っぱや椅子、その場にあるもの何でもオモチャにして遊

び、どんどんと知恵を付けてゆく。大人は滅多に口を出さずに必要な時だけ大きな胸で抱きしめて受け止め

る。人の子も自分の子も同じレベルで受け止める。きっとこうやって大人への信頼と自分への自信を付けて

成長してゆくんだろう。必要なモノはソコにある。私達は必要以上のモノに埋まっている。  

 お母ちゃん達は朝暗いうちからマンジョーカ芋を擦り、毒抜きして、粉にして、火をおこし、柔らかい煎餅の

ような主食のベジュを焼く。乾燥の続くジャングルの村は日中50度近い。それでも木陰で女達はおしゃべり

したり笑ったりしながら芋の皮を剥いたり、糸を捻ったりと本当によく働く。  

 乾期で水量の極端に減った川を小さなボートで移動する。熱風と共に細かな砂が飛んできて顔がピチピチ

と痛い。全身でアマゾンの暑さと風と土と水を受け止めこれがジャングルなんだと納得する。  

 お世話になった家ではすぐにハンモックを吊ってくれ、獲ったばかりの魚やイノブタや亀をご馳走なった。椰

子の葉や茎で糸捻も教えてもらった。子供の頃のような懐かしさ、やっぱり私達のルーツは同じなんだ。でも

なが～いあいだ同じ生活を続けてきたインジオと、文明と発展を手に入れて幸せになると信じてきた私達と

の違いはいったい何なのだろう。  

 ある村では何匹も犬が豹に食われたと聞かされ、夜のトイレは緊張した。食べる事、寝る場所を確保する

事、安全な場所で用を足し、虫が出る夕暮れ前に水浴びする事、このシンプルで当たり前の事と真剣に向

き合った日々だった。 

 深いジャングルには沢山の精霊さんが宿り、インジオはその偉大さも恐ろしさもよく知っていて、自分達の

役目も知っているのだろう。伝統を受け継ぎ自然と共存する人々。地球も社会も悲しい状況だけれど、あの

緑の大地と共に暮らすインジオ達が居るんだと思うと勇気が湧いてくる。彼らが居る限り地球は大丈夫と思

えます。その為にも森を守らなければと強く思います。  

 「ありがとう、アマゾン」                   松田 ナオミ （ムウ・アトランティス・ファクトリー） 

■昨年のマチプ民族に続いて、カラパロ民族の村にもハチミツ加工作業施設が完成しました！ 

 養蜂事業は、シングー川の上流域の村々が継続して取り組んでいます。これは、持続

的・自立的な経済を作り出すことを目的に、(1)養蜂技術を習得して森の恵みの天然ハ

チミツを生産し、 (2)ハチミツを市販ルートに乗せるための環境整備を行い、(3)生産・

販売・管理運営をコミュニティが主体的・継続的に行っていく --を目指すものです。 

 昨年のマチプ民族の村に続いて、今年9月、カラパロ民族の村で(2)に必要な作業小

屋が完成しました。食品の市販には政府の認証が必要であり、認証の取得には食品衛

生法の基準に則った食品加工施設の設置が求められます。ハチミツをしぼってビン詰め

するという一連の作業を行う施設ができたことで、市販への道が開けました。今後、政府

認証や有機認証の取得などのいくつかのプロセスを経た後に、来年以降、いよいよ市販

が始まります。 

「おいしいハチミツを通して、私たちインディオが森を守っていることを都会の人たちに伝

えたい」 

 カラパロの村では3人の養蜂士が当事業を担っています。ほがらかで働き者の3人は順

調に生産量を伸ばしており、これまでもハチミツを村の訪問客に販売して、売り上げをコ

ミュニティに必要な物資の購入などに役立ててきました。今回、念願の施設が完成した

ことで、養蜂士をはじめ村人たちは「これで本格的に生産に取り組める」「ハチミツを通し

て村のことを知ってもらえるのがうれしい」と喜んでいました。そして、「花を咲かせる豊か

な森が守られているからこそハチミツが採れる。ハチミツは森を守るインディオのシンボ

ルだ。おいしいハチミツを通して、そのことを都会の人たちに伝えたい」と語っていました。 

■周囲の大規模農業開発がもたらす高温化・乾燥化によって森林火災が多発するアマゾン  

 消防団事業は、シングー川の中流域に暮らすカヤポ民族とジュルーナ民族が合同で

取り組んでいます。シングー川流域の先住民族保護区の周囲では大規模な農業開発

の進行によって、地域一帯の高温化・乾燥化が年々深刻になっています。今年の乾季

（4月〜9月）の暑さと乾燥は、これまでにないほどひどく、川の水位もとても低くてボート

での移動が困難なほどでした。この高温化・乾燥化のせいで、シングー川流域一帯では

今年も森林火災が多発していました。 

 そんな中で団員の若者たちは「火災を防ぐ」を第一の目的に、焼畑を村人と一緒に実

施し、また保護区境界線のパトロールを行うなどして森を守っています。焼畑の火入れ

作業では、高く燃え上がる炎の中で延焼を防いで歩く団員たちの勇敢な姿がありました。  

■有用植物の苗木を植え森林を再生し、木の実を売って自立経済を作り出す試みの開始 
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